
3　婦負における古墳出現期の土器の変遷

井田川・山田川合流域に広がる婦負平野一帯は、古墳出現期における地域的様相と社会の変遷を考える上で極めて

重要な位置を占める地域である。この地域では、ここ数年の集落・墳墓の調査成果から、その豊かな地域性や他地域

との交流関係が明らかとなってきたばかりでなく、古墳時代への社会の転換が早い段階に行われた、政治的にも進ん

だ地域であったことが判明してきている。しかし、このような古墳出現期の動態をより明確なものにするには、土器

の分析による裏付けが不可欠である。そこでここでは、婦負における土器の様相と時間的推移を、先学の研究成果を

基礎として概観したい。なお、今回基準資料とした遺跡は、千坊山遺跡群に含まれる10箇所の遺跡（鍛冶町遺跡、千

坊山遺跡、南部I遺跡、富崎赤坂・離山砦遺跡、富崎墳墓群、鏡坂墳墓群、六治古塚、向野塚、富崎千里古墳群、勅

使塚古墳）に、富山市の杉谷A遺跡、杉谷古墳群、八尾町の翠尾I遺跡を加えた13遺跡である。

（1）各時期の概要

変遷図（第39図～第44図）の作成に際しては、上記の遺跡の遺構一括資料ないしそれに近いものを用い、主に口緑

部・脚部の形態から分類して配列した。紙幅と作成時間の都合上、かなり大雑把な分類となってしまった部分がある。

また現段階では全ての時期にまとまった量の良好な資料が存在する訳ではなく、不安定要素も多い。資料の増加を待っ

て、今後改めて訂正・補足を行っていきたい。また今回出来なかった調整手法や容量などによる分析も今後の課題と

するところである。

I期（法仏I式期）

当期は、先行する法仏I式の形式を受け継いだ在地系土器で構成される。祭式土器は、大型品が多く、スタンプ文

（S字状文、鋸歯文、同心円文）や浮文、赤彩による装飾など、加飾性に富む。

葉形土器（以下、「形土器」省略）は、胴部が長胴もしくは卵形であり、底部は平底となる。有段口緑葉のA・B類

は短い口緑部に長い頚部をもつものが殆どで、付加状口緑となるA（B）2類も多い。A類の擬凹線の条数は少ない。

受け口状口緑のB（A）6類の出土例は稀少である。くの字口緑葉のC類では、端部を面取りするCl類が多い。壷で

は長頸壷が多く、長頸有段となるもののうち口緑部が内湾するB2類は口緑部が外側に大きく広がる。D2類は外来

系の影響が窺えるものであるが、在地化している。台付装飾壷のH類は、胴部が下半部で屈曲しそろばん玉状になる

ものであり、大きさは様々である。長頚のHl類、有段口縁のH2類があり、32は有段口緑壷と棒状脚が結合した大

型品で稀少品である。高杯は大型品が多く、杯底部が直線的になるA類と椀形を呈するB類がある。A類は口緑部が

長く伸び、口緑端部は内面に凸線を作り出すものや肥厚させるもの、短く外に屈曲させるものなどが見られる。B類

は杯底部と口緑部の境が強く屈曲する。高杯の脚部は棒状有段となるものが多い。器台は、大型品が多く、発達した
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受部に対して脚柱部は細い。有段口緑のA類と、受部底から外反して伸び口緑端部を強く面取りもしくは付加状口緑

とするC類がある。A類は脚部も有段となる。蓋は通気孔のあくA類と頂部が窪むC類がある。鉢には有段口緑のA類

の大型品がある。

I期（月影式期）

当期は、前期に引き続き土器組成は基本的に在来の形式で構成するが、I期の加飾性は衰退する。以下、Ⅱ期を4

段階（Ⅱ－1・2期は月影I式期、Ⅱ－3・4期は月影Ⅱ式期）に分けて記述する。

嚢は、胴部が卵形となり尖り気味の底部をもつ。有段口緑のA・B類は、Ⅱ－1・2期には頚部が引き続きやや長

めではあるが、口縁部が伸長し始め付加状口緑は無くなる。また、段の屈曲が強くなり、直立もしくは外傾するもの

が多くなる。A類では擬凹線の条数が増える。B5類では口緑部断面が三角形になるものが一定量含まれる。Ⅱ－3

・4期には、頚部は短くなりロ縁部を外傾・外反させるようになる○また、段の屈曲が緩やかになり、口縁下端外面

を肥厚させる程度のA（B）4類、A（B）5類が出現する。外来系の影響が推定されるものにⅡ－1・2期の近江・

東海系の受け口状口緑のB6類があるが、出土例は稀少である○くの字口緑のC類は、I期と変わらず端部を面取り

するCl類が多い。壷は時期が下るにつれ長頸壷が減少し、短頸有段壷のC類の割合が増えて様々な形態のものが出

現する。D2類は外来系の影響が窺えるものであるが、在地化している。くの字口緑のE類の出土量は少ない。台付

装飾壷のH類は小型化し、時期が下るにつれ胴部が丸くなり、定型化してくる。高杯と器台は、時代が下るにつれ小

型化する。高杯のA類は、Ⅱ－2・3期で底部が一旦小さくなる〇二一4期には底部は再度大きくなって、口緑部が

やや短くなり立ち気味になる。I期からの口緑端部内面を肥厚させるものはⅡ－3期まで見られる。B類は、Ⅱ－1

期で底部が一旦大きくなり、Ⅱ－2・3期では再度小さくなり、Ⅱ－4期には口緑部がやや短くなり立ち気味となる。

椀形を呈するE類は、量は少ないがⅡ期を通して存在する○高杯の脚部は、Ⅱ－1・2期は棒状有段となるものと裾

部途中で強く屈曲して直線的に開くものが一定量を占めたが、時期が下るにつれ裾部途中から緩やかに外反するもの

となる。器台は、有段口緑のA類は口緑部外面が無文化し、エー3期には底部が内湾気味になる深い杯部のものが出

現する。A類の脚部は、段の無いものが殆どとなるoC類は殆ど無くなり、Ⅱ－3期には小型のB類、Dl類が出現す

る。蓋は、Ⅱ－1・2期はI期からのA類とC類が継続するが、エー3・4期には摘み頂部が平坦なB類と小型で内

面に垂下する返しが付くD類に入れ替わる。

Ⅱ期（自江式期）

当期には、祭式土器を中心として外来系（特に東海系）の影響を受けた土器（東海系のパレススタイル壷・小型器

台・高杯、畿内系の二重口縁壷・直口壷、山陰系の嚢・壷）が波及する。ただし、それらには在地化したものも多く、

全体的には依然として在地性が強い。

嚢は、胴部が卵形もしくは球胴状となり肩部の張りは弱くなる○底部は尖る。有段口緑葉のA・B類は、口緑部の

外傾・外反が強くなり、A（B）4類、A（B）5類の割合が高くなる。B4には胴部外面を叩き調整する畿内系の影

響を受けた嚢（222）も僅かに存在する。また、山陰系の影響が推測されるものとして口緑下端を外側に突出させる

B7があるが、出土例は稀少である。くの字口緑葉のC類は、口緑端部を丸く仕上げるC2類が増加し、口縁部が外

反して伸びるものが多くなる。壷では、長頸壷が更に減少し、長頸広口壷のAl類は消滅する。残ったものも頚部が

短かめになるなどの退化が進み、頚部が内傾するB4類も見られる。短頸有段壷のC類は依然として様々な形態のも

のがあるが、全体に口緑部の外傾・外反が強くなる。外来系の影響が窺えるものでは、畿内系の二重口緑壷の影響が

推測されるDl類、東海系パレススタイル壷の影響が推定されるD2類、山陰系の影響が推測されるD3類、畿内系

の直口壷であるJ類が出現するが、在地化したものも多い○くの字口緑のE類は増加する。台付装飾壷のH類は、前期

の定型化した小型装飾壷が退化・消滅する。高杯は更に小型化が進み、A類、B類共に口緑部が更に短かめに立つよ
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うになる。その他、口緑部が長く直立気味に伸びる、器高の深いC類が出現する。外来系と在地系の折衷型であるF

類では、C類の杯部と東海系の脚部が結合したFl類がある。外来系の影響が窺えるものでは、東海（もしくは畿内）

系のG類が出現する。高杯の脚部は、前期からの裾部途中から緩やかに外反するものが継続する他、裾部で外反する

もの、東海系のものなどがある。器台は、有段口緑のA類が激減し、小型の器台に転換する。特に、小型器台もしく

はその影響を受けたと考えられるD2類が出現し、増加する。蓋は、前期からのB類、D類が継続する。

Ⅳ期（古府クルビ式期）

当期には、外来系土器は畿内系が強くなる。ただし布留系嚢は受容しない。在地系土器は、祭式土器を中心にやや

衰退傾向にあるものの、依然としてその比率は高い。

嚢は、有段口緑葉のA・B類が衰退し、特に有文のA類は殆ど無くなる。無文のB類は段を僅かに残こす程度のもの

が存在する他、北近江系の長浜嚢と考えられるB8類（271）が僅かに見られる。くの字口緑のC類は、口緑端部を丸

く仕上げるC2類が多くを占め、口緑部が外反して伸びるものの他、外傾する口緑部の端部が若干内湾気味となり球

胴状となる畿内系の影響が推測されるもの（276）が僅かに見られる。壷は、長頸壷が消滅し、短頸有段壷のC類の

口緑部は更に外反が強くなる。外来系の影響が窺えるものでは、畿内系の二重口緑壷の影響が推定されるDl類、山

陰系の影響が推定される大型のD3類、畿内系の直口壷のJ類がある。台付装飾壷のH類は、Ⅱ期で定型化したものと

は形態が異なる小型品（285、286）が僅かに見られる。高杯は前期から継続するC類、Bl類があり、器高が深くな

る傾向がある。外来系の影響が窺えるものでは、東海・畿内系のG類の他、畿内系のH類が出現する。器台は、小型

器台のD2類が多い。装飾器台のE類では、脚部が小型器台脚部に類似し、装飾性が退化したもの（298）が1点のみ

見られる。蓋は、前期からのB類、D類が継続し、B類は摘みが高さのある逆台形となるものが多くなる。

Ⅴ期（高畠式期）

当期の資料として確認しているのは南部I遺跡SIOl出土土器のみである。当期には、土器の形態が斉一化される。

前期に引き続き、外来系土器は畿内系を中心として見られるが、布留系嚢は受容しない。

嚢は、有段口緑葉がほぼ消滅し、くの字口緑葉で占められるようになる。C2類は胴部が倒卵形もしくは球状とな

り、丸底で、強く屈曲して外反する口緑部が付く。この形態に布留系嚢の影響が若干窺えるか。壷では、強く外反す

る短頸有段壷C類と、畿内系の直口壷であるJ類が見られる。また、小型柑型土器のI類が出現する。高杯は前期から

継続する畿内系のH類と、在地系の杯部と畿内系の脚部が結合したF2類が見られる。

（2）数量分析

ここでは、婦負における遺跡別の器種構成比率と嚢の口緑部形態類別構成比率を時期別に算出し、推移を追った。

対象とした遺跡は、集落では鍛冶町遺跡、南部I遺跡、富崎赤坂・離山砦遺跡、墳丘墓・古墳では富崎墳墓群、鏡坂

墳墓群、六治古塚、向野塚、富崎千里古墳群である。土器の出土量は、口緑部計測法によって算出した（宇野1992）。

ただし、個体識別法を併用していない為、実際の出土量が数値に反映されていない面があることを断っておきたい。

①　遺跡別器種構成比率（第37図）

これについては、先学によって、越中では法仏式期から古府クルビ式期にかけて嚢が時期を下るにつれ漸移的に増

加し、それと相反して壷が減少する傾向があることが指摘されていた（稲石1997）。今回の分析は、データ量の不足

や遺跡・遺構の性格差などによってやや不安定な面はあるものの、ほぼ同様の傾向が得られた。集落では遺跡の性格

上当然嚢が多いが、法仏Ⅱ式期には壷の比率が嚢を上回る遺跡が存在し、その後は徐々に壷が比率を減らして月影Ⅱ

式期で壷と嚢がほぼ同量となる。法仏Ⅱ式期から月影Ⅱ式期に至るまでは、北陸東部の他遺跡と比べると、壷の比率

がやや高い印象がある。次の自江式期では壷の比率が激減し、反対に嚢が激増する。高畠式期には再度、嚢と壷が同

量となり、高杯と鉢の比率が急増する。上記の変化に当てはまらない特異な構成比率となるものについては、データ
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に使用した土器数が少ないことが第一の原因として挙げられるが、なかには遺跡や遺構の性格に起因すると推測され

るものもある。例えば法仏Ⅱ式期（月影I式期も含む）の高地性集落である富崎赤坂・離山砦遺跡は嚢が主体となる

構成であり、また、月影Ⅱ式期の鍛冶町遺跡はSI908出土土器のデータを使用しているが、壷が極端に少なく高杯が

非常に多い特徴がある。古府クルビ式期の南部I遺跡は溝祭祀が推測されるSDO2出土土器のデータを使用している

が、高杯と器台が34．1％と高い比率を占めている。

一方、墳墓では、高杯を始めとした祭式土器の占める比率が高い。富崎3号墓以外は出土量が少ない為不安定なデー

タではあるが、壷と嚢の比率については集落とほぼ同様の変化を遂げるようである。ただ、古府クルビ式期の富崎千

里古墳群については、特に土器出土量が少なく傾向が捉えにくい。グラフでは嚢が多用されるようにも見えるが、実

際は口緑部が残存しない壷も一定量存在し、器台も存在する○同時期の首長墓である勅使塚古墳では壷・高杯を多用

しており、首長墓クラスの古墳との階層差を含めて、今後改めて検討を深めていく必要がある。
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第37図　遺跡別器種構成比率
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②　嚢口緑部形態類別構成比率（第38図）

北陸東部における嚢の口緑部形態の時間的な変化については、先学の研究成果により、法仏式期は有段口緑葉とく

の字口緑葉がほぼ同じ比率で、月影I式期には有段口緑葉がかなり優位に立つようになり、月影Ⅱ式期には有段口緑

葉が優位に立ちながらも徐々にその比率を減らし始め、古府クルビ式期にはくの字口緑葉による北陸東部特有の組成

が形成されることが指摘されてきた（小田木1989）。一方、婦負地域では、概ねこれと同様の変遷を辿るものの、法

仏Ⅱ式期には既に有段口緑葉が68％と完全に優位に立っている。更に月影I式期になると有段口緑嚢は90．5％を占め、

月影Ⅱ式期にはほぼ全てとなり、白江式期では比率は減るものの依然として60．7％を占めている。この比率が逆転す

るのは古府クルビ式期になってからであり、この時期にはくの字口緑嚢が66％に急増する。有段口緑葉が殆ど無くな

るのは高畠式期まで下る。これらのことから北陸東部でも婦負は、有段口緑嚢が長期に渡って優位に立ち、くの字口

緑葉への転換時期が遅いという地域性があることが推察される。有段口緑葉における有文口緑の比率については、法

仏Ⅱ式期は18．4％と低いが、月影I式期には29．3％と増加し、有段口緑嚢が最も多くなる月影Ⅱ式期にピークを迎え、

34・2％を占める。自江式期になると19．3％に減少し、古府クルビ式期には1．8％と殆ど無くなり、高畠式期には完全

に消滅する。

（3）まとめ

以上が、婦負における古墳出現期の土器の変遷である。墳墓に見られる特徴も含めて考えると、婦負は北陸東部で

も特に強い地域性をもち、他地域の文化を取り入れながらもその豊かな地域性を長く保持し続けた地域であったとい

える。最後に、集落と墳墓の動向を含めた婦負の変遷の概略を記述し、まとめに変える。

弥生時代後期後半（法仏Ⅱ式期）

出現期。高地性集落を含む集落が2箇所に出現する。周溝墓的な四隅掘り残しタイプの四隅突出型墳丘墓が1基築

造され、これ以降、同形態の墓を特定個人墓として築く墓制が成立する。この墳丘墓の受容形態は、他地域の墓制を

固有のものに消化してから伝統的墓制の素地の上に取り入れたものと考えられ、婦負独特の地域性や他地域との交流

の在り方を示している。先行する在来の形式を受け継いだ土器の様相もこれと合致するものである。

弥生時代終末期（月影I・Ⅱ式期）

成立・発展期。集落は少なくとも6箇所に存在し、相互に等質的な農業共同体が成立する。四隅突出型墳丘墓は、

前期からの四隅掘り残しタイプ1基と突出部が極端に肥大化した「千坊山型」ともいえる形態のもの4基が築造され、

婦負で共通した墓制がとられる。また、月影Ⅱ式期には県内最古の前方後方形墳丘墓が築造される。土器は前期に引

き続き、強い在地性をもつものである。なお、四隅突出型墳丘墓は次の自江式期に1基が造られて以後、消滅する。

古墳時代初頭（白江式期、古府クルビ式期）

流動・再編期（最盛期）。大きな地域社会の変動が起こり、急速に地域の統合が進んで集落が再編される。広域な

範囲を取り込んだ重層的な階層性が生じ、それに応じて墳丘の形態や規模が複雑に序列化する。その中で、首長墓と

して卓越した規模の前方後方墳を県内で初めて導入しており、逸早く大和を頂点とした汎日本的政治秩序に参入して

いったことが推測される。しかしその反面、古墳には葺き石や埴輪を受容しないなどの地域性がある。土器について

も、祭式土器を中心に外来系土器を受容し、古墳時代的土器様相への変化が始まる反面、依然として在地系土器も多

く残り（祭式土器においても自江式期には多くは在地系で、古府クルビ式期になっても並存する）、地域性が維持さ

れる。古墳や土器に見られる選択的な受容形態から、一定の独自性、自立性を持った在地勢力の存在が想定できよう。

古墳時代前期前半（高畠式期）

衰退期。集落が激減し、古墳の有無も不明である。土器は斉一化され、畿内の影響を強く受ける（特に祭式土器は

全て畿内系となる）。ただし、依然として布留系嚢は普及しない。在地勢力が衰退し、地域性が希薄化する。（大野）
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第38図　嚢口緑部形態類別構成比率　　　　　　　　※出土量の算出は口緑部計測法による（宇野1988，1992）

時期 基　　　 準　　　　 資　　　 料

I

鍛冶 町遺 跡A 区SK 130 （6，25）、鍛 冶町 遺跡A 区SD 145 （15）、鍛 冶 町遺跡 A 区包含層 （45）、鍛 冶 町遺跡 C 区S K 8 16

（9，2 2，23，35，3 8，3 9，46）、鍛 冶 町遺跡 C 区下 層包含 層 （2，3 1）、鍛 冶 町遺 跡C 区排水 溝 （4 2）、離 山砦 遺 跡 ‘（13，20，2 1，

4 8）、富 崎赤 坂 遺 跡 （7，1 1，16，18，37，4 9，51）、富 崎 3 号 墓 （1，3，4，5，8，10，12，14，17，19，24，26，2 7，軍8，29，30，32，33，

34，3 6，40，4 1，4 4，5 0，43，47）

Ⅱ－ 1

鍛冶 町遺 跡A 区S K 60 （54，67，71，78，84）、鍛 冶 町遺跡A 区S K 108 （5 5‘，57；62，63，64，6 6，69，68，73，74，7 9，81）、鍛 冶

町遺 跡A 区包含 層 （8 0）、鍛 冶町 遺跡C 区下層 包含 層 （53）、鏡 坂 1 号墓 （52，56，72，75，7 7，82主 南 部 I 遺跡S K O8 〔H

1 1〕 （58，59，6 1，6 5，70，83，8 5）、南部 I 遺 跡試 掘C T 12 （76）、南 部 I 遺 跡試掘 C T 27 （60）

Ⅱ－ 2

l
鍛 冶町 遺跡A 区SI15 （86，88，8 9，9 1，93，94，95，96，9 8，10 0，10 1，103，107，1 14，1 15，1 19）、鍛 冶 町遺跡 A 区S K 120 （8 7，90，

92，97，9 9，104，109，1 10，1 12，．1 13）、鏡 坂 2 号墓 （10 2，10 5，106，10 8，1 11，1 16，1 17，118）

Ⅱ－ 3

千坊 山遺跡S IO4 ・11 （150，－156，157，158，164，16 8，174，17 5）、南 部 1 遺 跡S IO l 〔H 8 〕（120，124，125，12 6，12 8，13 0，13 1，

132，134，135，137，138，139，140，14 1，142，14 3，14 4，14 5，149，151，15 2，153，154，15 5，159，16 6，17 1，172，17 3，178，179，

183，184，186，187，188，189，190）、市 部 I 遺 跡試 掘B T 64 （12 1，127，146，148，165，169，182，18 5）、六 治古 塚 （123，133，

160，16 1，162，163，176，177，180，18 1）

Ⅱ－ 4

鍛 冶 町遺跡B 区S I9q8 （122，129，136，14 7，167，170，191）、 翠尾 I 遺 跡 （19 9，20 2，203，209）、 向野塚 （193，194，195，19 6，

197，2 12）、杉 谷A 遺跡 （192，198，200，20 1，204，2 05，2 06，2 07，2 08，2 10，2 11，2 13）

Ⅲ

鍛 冶 町遺跡B 区S I74 5 （2 14，2 17，2 19，22 1，222，224，226，228，2 29，23 1，2 33，2 38，2 39，24 4，2 55，25 6，26 1，26 5，266，268，

26 9）、鍛 冶 町遺跡B 区S I746 （2 20，2 62）、鍛 冶 町遺跡 C 区上 層包含 層 （232，242，258，259，260，263）、鍛 冶 町遺跡 D 区S D

27 5 （24 1）、鍛 冶 町遺 跡D 区S D 2 77 （2 15，2 16，22 5，22 7，234，236，23 7，240，249）、鍛 冶 町 遺 跡E 区包含 層 （24 5）、南 部

土遺跡 試掘 A T 12 （254）、南 部 I 遺 跡試 掘A T 19 （2 53）、南部 I 遺 跡試 掘B T 2 6 （24 6）、南 部 I 遺跡 試掘 C T 6 （223，

230，寧4 8，250，257，264，267）、翠 尾 I 遺跡 （24 3，24 7，2 51）、杉 谷 4 号墳 （218，235，2 52）

Ⅳ

鍛 冶 町遺跡 A 区S K 4 8 （2 76）、南 部 I 遺 跡S D O2 〔H 8 〕 （27 0，272，273，274，27 5，279，28 1，283，28 7，296，2 98，29 9，3 00，

30 5，3 08，30 9）、 南部 I 遺 跡試 掘B T 2 9 （294，3 03）、 富崎 千里 4 号 墳 （28 8，29 7）、富 崎千 里 6 号 墳 （2 92，30 7）、富 崎

千 里 9 号墳 （28 5，28 6，282，293，304）、 吉崎 千里 10号墳 （2 84）、吉 崎千 里 16号墳 （2 78，30 2）、富 崎千 里17号墳 （2 71）、

勅 使塚 古墳 （2 77，28 0，28 9，29 0，29 1，29 5，306）

Ⅴ
南 部 I 遺跡 SIOl 〔H l l〕 （3 10，3 11，3 12，3 13，3 15，3 16，3 17，3 18，3 19，320，32 1，322，323）、南 部 I 遺跡B T 89 （314）

表3　変遷図基準資料
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第39図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S＝1／10
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第40図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（2）
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第41図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（3）
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第42図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（4）
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第43図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（5）
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第44図　婦負における古墳出現期の土器変遷案（6）
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